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BeitragezurKlinikderTuberkuloseBd.80,H.1.1932.

小 見 期 二 於 ケ ル 氣 管 枝 接 張 症 病 髪 ノ成 立 二

及 ボ ス血 行 性 肺 結 核 ノ意 義 及 ビ ニ 次 結 核 卜

気 管 枝 携 張 症 ト ノ 類 症 鑑 別 二 劃 ス ル 寄 與

lH
ansUlrichK6ttgで ・n:DieBedeutungder

HamatogenenLungentuberkulos{・fdrdieEnts・

tehungbronchicktatis(・herVer員11derungen董m

Kindesa】ter,zugld{・heinBeitr註g/urDiff(・rent・

ial・Diagn・sezNvi:'・ ・hensekund5rerTu})erku1・ Ψ

unddemKrankheitsbildderBronchiekasie.

Jodipinノ 氣 管 枝 内 注 入 ニ ゴ リ、氣 管 枝 搬 張 症 力、二 次

的 結 核 ト カ 云 フ批 判 ヲ與 フ ル 事 ハ困 難 デ ア ノレ ガ 、此 内

ノ ア ノレ%へ 熟 練 セ ル 者 ニ ハ 、診 噺 ヲ與 フ ル ニ、 サ シ

テ 困 難 デ ノ・ナ イ。 但 シ 氣 管 枝 機 張 症 が 、血 行 性 散 凝 丁'll

結 核 ・lt量三底 二 獲 生 ヌ ル 場 台 ・・、 コ ノ診 噺 ・・困 難 デ ア

ノレ。 此Jodipinニ ヨ;レ鑑 別 診 噺 ・＼ 治 療 二封 ス 」レ意

義 ヨ リ モ 、 豫 後 ・判 定 二 側 直 ア ル モ ノ デ ア ・レ。

・つこ音Kチト)

浸 潤 性 肺 疾 患 ノ原 因 ノ問 題 卜小 見 期 感 染 卜

成 人 肺 傍 ト ノ聯 絡 二就 テ ノ 臨 跡 的 寄 與

HugoAdler:1〈linit(・heBeitr;5gezurFrこ 亘g`・d(ir'

GeneseInfiltrativerLungpnerkrankungenund

desZusammenhangegzwiΨhenKindheitsinfek-

tionundErwach、ellenP}1tire.

41m例 ノ開 放 性1北 ノ＼肺 瘍 ニ ツ イ テ 、臨 脈 的 、 及 ビ

「レ ソ1・ ゲ ソ」的 立 場 ヨ リ
、2ツ ノ群 二 分'類 ス。

1、 病 竈 二 石 灰 沈 著 ヲ有 ス ル モ ノ

ll、 病 竃 二 石 灰 沈 筈 ヲ有 セ ザ ル モ ノ

1ノ 石 灰 沈 著 ヲ有 ス ノレモ ノ ・新 鮮 病 竃 ノ・、コ ノ 百灰 沈

一淵ll病 竃 ト連 絡 ヲ有 ス ノレモ ノ ト思 考 セ ラ1し
。 伯1例 中

L)OO例 、 帥 チ4r:.t,%ハlll病 竈/lll頭 だ二 起 リ シ モ ノ ト

考 ヘ ラ ノレ、17.5%ノ ・(i灰 小 塊 ヲ喀 出 セ リ。

前 病1艦 周査 ニ ョ ノレ、・1・免 期 感 染 時 期 へ 春 機 凝 動 期 前

二 於 ケ ル モ ノ54 .ろ%、 以 後 ノモ ノ7%ナ リ。

Hノ 石 灰 病 竈 ヲ 有 セ リ『ノレ モ ノ へ 小 見期 感 染 ノ・、僅 二

2灸 一 シ テ 、 獲 病 直 前 ノ濃 厚 感 染 、若 ク ノ、俘機 腰 動 期

後 ノ感 染 ハ45.5%ナ リ、 コ ノ 内 ノ69つ グ ・初 期 浸 潤 像

ヲ示 セ リ。(矢 部 升 ㍉

胸 廓 整 形 術 卜後 療 法 トニ ツ イ テ

W.Curschmann:BeitragzurThorakoplastik

undihrerNacllbehandlung.

胸 廓 整 形 祠斤後 二、 糸'卜創'庁}1睦 迫1鋤 帯 ヲ行 フ コ トノ・、 丁・20tll

ニ ョ ル 穀 果 ヲ 助 虎 ス 。(矢 部 升)

肺 結 核 ノ沃 度 療 法

AflolfSyl]a:ZurJodbehandlungderLungen-

tuberkulose.

沃 度 が 肺 結 核 症 二 敷 果 ア ル コ1… 確 ニ テEndojodin

ヲ2.()c・c・ヨ リ2日 ノ間 隔 ニ テ1.Oc.c.宛 培 量 シ、2(lc.c.二

至 リ、 一 軍 位 トセ ル ニ 、全 均 症 状 ヲ 佳 良 ナ ラ シ ノ 、喀

疾 ノ喀 出 ヲ 容 易 ナ ラ シ ノ、呼 吸 ヲ樂 ニ ス 、弊 症 ニ テ ・・、

謄 重 増 加 、 盤 温 下 降 、 赤 沈 速 度 ノ減 少 、 「ヘ モ グ ロ ビ

ソ」ノ培 加 、 赤 血 球 、 淋 巴 球 ノ塀 加 ヲ 見 〃 リ、 喀 褒 ノ

減 少 ・・、 た 量 ヲ使 用 セ ル 者 二 明 二認 メ タ リ。

(矢 部 升)

非 結 核 性 原 因 ニ ヨル ー 過 性 炎 症 性 肺 漫 潤 二

就 テ

CarlBoytinck:Uberfliicrhtige,entzUndliche

Lungen-lnfiltrationennichttuberlくu16senUrspr・

ungs・

感 染 原 因 ト1血 像 ト ー ヨ ツ テ 、前 病 雁 二 結 核 ヲ経 過 セ ザ

ル 事 ヲ誇 明 セ ル 非 特 異 性 浸 潤 ノ 種 々 ノ 形 ニ ツ イテ述

べ 、斯 ・如 キ1'芝潤 へ 始 メ 結 核1・ 見 倣 サ レqJレ モ ノ ニ

テ 、 鼻 咽 頭 ノ疾 患 ヲ有 ス ル 者・、或 ノ・肺 結 核 患 者 二 於 テ

モ 、非 特 異 性 肺 浸 潤 ヲ起 ス 事 ア ノレモ ・ 一 テ 、一 時 的 ノ

病 竈 ・・明 二 結 核 二 反 ス ノレモ 、亦 穂 ζ永 績 ス ノレモ ・ ・内

ニ モ 非 結 核 性 寝 潤 存 在 ス
。(矢 部 升)

腸 結 核 ノ初 期 攣 化 群 ノ形 態 及 ビ病 因 二 就 テ

～1.Iszuka:Ilbe1・dieM(♪rphologi(・utidPatho-

9enesedesinte3重inalentu肇}erku1δsenPl・imti1・a一
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ffekts.

1、 多 ク ノ例 二於 テ、初 感 染 ノ・廻 腸 ノ下 牛部 帥廻 盲 腸

部 二結 核 菌 ノ侵 入 門 ヲ有 シ、初感 染 ノi新鮮 ナ ル例 ニ テ

ノ・、 結 核 性 潰 瘍 ・・淋 巴 性Plaqueノ 範 困 ニ ア リ。

2、 腸 二得 タ,レ初期 攣 化群 ノOrgankomponent、 即

チ 初 期結 核 腸 潰 瘍 ・・、肉 眼 的 二認 メ得 ザ ノレニ至 ノレ程 治

癒 傾 向 ヲ有 ス。

3、 腸 ノ初期 攣 化群 ノ淋 巴 腺Komponent・ ・、数 ト大

サ トニ就 テ ハ、腸 間膜 二於 ケ ノレ個 々 ノ病 竈 ヨ リ、個 々

ノ差 異 二就 テ ハ下位 ニ ア リ。

肺 ノ初 感 染 ト比 較 シ、腸 ノ初 感 染 ・・結 核 過 程 ニ テ大 多

数 部位 腸 間膜 淋 巴 腺 二振 ル。

4、 肉 眼 的病 像 二 關 シテ ノ・、解 剖 學 的 二治 癒 セ ノレ腸/

初期 攣化 群 ノ淋 巴 腺Komponentノ ・、肺 ノ初 期 病 竈 ト

ー一致 ス
。 高 度 ノ石 灰 瞳 ヤ、 末 梢 部 化 骨 ノ・、 「レ ン1・グ

ン」ニ ヨ リ容 易 二認 メ得 。

5、 空 氣 ヨ リス ル肺 結 核 ノ初 感 染 ト同 ジ ク、腸 ノ初 感

染 二於 ケ ル淋 巴腺Kompone.、t・ ・、個 膣 ニ ヨ リ正 常 抵

抗 力 ニ ヨ リ、 極 メ テ著 明 ナ ル治 癒 傾 向 ヲ有 ス。

6、 初 期 腸 間 膜 結 核 ノ解 剖 學 的 治 癒 ノ・、組織 學 的 経 過

一 ヨ リ、 著 者 ノ51例 ニ テ ・・、 肺 二起 コ ル初 感 染 ノ像

ト原 則 トシテ ノ、一 致 ス。

病 攣 ヲ呈 セ ル腸 間 膜 淋 巴腺 ノ初 期 結 核 壌疽 ト、猫 残 存

ス,レ淋 巴組 織 トノ境 界 二hyalin・GbrintirenKapselヲ

存 ス、 コ ・二更 二spezidisch1・unspezifischト ノ分

類 ガ可 能 デ ア ル ガ、コ ノ分 類 ハ肺 ノ初 感 染群 ニノ・不 可

能 デ ア ル。如 何Kapse1形 成 ・・屡 く濃…キ石 灰 鞭 ノ沈 著

ヲ壊 疽 中 二作 ル。

7、 腸 ノ初期 墜 化 群 ノ治 癒 セ,レ淋 巴 腺Komponentノ

夏 二恢 復 ス ル 時代 トミテhyalin・fibrillirenKapse1ノ

石 灰 化 ト共 二Metaplas+ischeVerKn6chernカ"起

,レ。

コ レノ・全 ク極 限 シテ、 多 心性multizentrisch二 起 リ

骨 組i織 カ ラ出來 タKugelschaleガ 出來 ル。

コ ノ腸 間膜 淋 巴腺 ノ 初 期 結 核 性 埋 疽 ノ 石灰 化 二移 行

スル物 質 ・・、 猫 淺 存 ス」レlymphatiseh・lymphoide組

織 ヨ リ明確 ナ ル境 界 ヲナ ス。

S、 コ ノ恢 復時 期 ・・中心 二存 ス ル、石灰 、 乾 酪 物 質 ノ

交 互 吸 牧 ニ ヨ リ起 リ、 速 二fibroblastisch二 攣 性 ス ル

組 織 ノ遠 心性 方 向 二 進 ム成 長 ニ ヨ リ、 石 灰 化 物 質 ノ

Austeilung1・ ナ リ吸 牧 ノ・metaplastischeOssifikation

ニ ヨヅ テ、 眞.Knochenmarkgewel)eト ナ ル。
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9、 コ ノ腸 ノ結 核 初 期 攣 化 群 ノ 淋 巴腺 病 竈 ノ解 剖 學

的 治 癒 へ 結 核 菌 ノ死 滅 ノ意 味 三於 ケ ノレ、臨 駄 的治 癒

傾 向 二ZF行 シ、大 多倣 が40歳 ヲ超 ユ ル著 者 ノ39例 二

於 テ、結 核 菌 ヲ組 織 内 二染 色 登 見 セ ズ。右 ・・小 見 期 二

感 染 ス,レ腸 ノ初 期 攣 化 群 中 ノ菌 ガ、ア ァレ短 時 期 ノ ミ生

存 シ、30年 代 ニ テ死 亡 セ ル コ トヲ示 ス。

10、 コ ノ毒 性 結 核 菌 ヲ訣 ク コ トニ ヨ リ、腸 二 生la")t"結

核 ノ初期 憂 化群 ノ淋 巴腺Komponent・ ・endogene

lymphoglanduldreReinfektionヲ 起 ス ト云 フGohn

氏 ノ意 見 ノ・問題 トナ ラ ヌ、即 チ古 ク治 癒 セ,レ腸 間 膜 淋

巴 腺 初期 感 染 ヲ有 ス ノレ個 膿 ・・Primsraffektperiode/

Sp5tmanifestationenヲ 防禦 シ、miliar'eAussaatenト

isolierteOrgantuberkuloseト シテaerogenePrim5r

affektノ 再 猶淋 巴腺Komponentト 病 原 的 二屡 く關

聯 シテ存 在 ス。
ら

11、BerlinRudolfVirchow病 院 ニ テ2500艦 ノ解 剖

ニ ヨ リ腸 ノ初 感 染 ハ4%ナ リ。(矢 部 升)

銀 嗜 好 繊 維 ノ楡 査 ヨ リ見 タ ル粟 粒 結 核 ノ病

理 組 織 二就 テ

M.B.Ar豆el:ZurpathologischenHistologieder

MiliartuberkuloseaufGrundeinerUntersuchung

derargentophilenFasern.

鍍 銀 法 ニ ヨ リ、一 般 組 織 染 色 法 ニ テ見 ル コ トヲ得 ザ ル

結 核 結 節 ノ経 過 及 ビ蛮 育 各 階 梯 ノ像 ヲ見,レコ トヲ得.

1、 滲 出 性壌 疽結 節 ノ乾酪 性物 質 内 ニノ・Organstroma

ヨ ク保 存 セ ラ レタ ル繊 維 ヲ有 シ,増 殖 反 磨 二相 當 ス ル

繊 維 ノ新 生 ヲ鉄 イテ居 ル。

2、 増 殖 性 結 節 ノ乾 酪 性 物 質 ノ内 ニ ノ・多 ク ノ場 合 、

Organstromaノ ヨク保 存 セ ラ レタ ル銀 嗜 好 性 繊 維 ヲ

見;レ、コ レハ此 結 節 モ初 期 滲 出型壌 疽 性 病 竈 ヨ リ滲 出

型 ト壇 殖 型 交 互 ノ炎 症 過 程 ニ ヨ リ 登 育 セ ル コ トヲ示

ス 。

3、 第 二群 二瞬 ス ル モ/ノ ・、結 節 ノ乾酪 物 質 中 二明 二

此 反 鷹 交 互 二生 ゼ ル初期 ノ像 ヲ示 ス.

4、 結 節 ノ乾 酪 物 質 中 ノ末 梢 部 二、新 生 セ ノレ銀 嗜 好 繊

維 ヲ示 ス カ、若 ク ・・、 全部 コ ノ繊 維 ニ ヨ リ埋 メ ラル ・

モ ノ、コ レハ粟 粒 結 節 二二 次 乾 酪 化 ヲ起 セ,レ コ トヲ詮

明 セ ル モ ノナ リ。

5、 第 五 群 二隠 ス ノレモ ノ・・、二 次 乾 酪 化 ノ現 象 ガ肺 臓

攣 化 二於 テ ノ ミ見 出 シ ウノレモ ノナ リ。(矢 部 升)

先 天 性 嚢 暉 肺 ノー 例

M.B6nninger:EinFallvonangeborener
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Cystenlunge

36歳 ノ男 子、 小 見 期 持 二疾 患 ナ キ モ、 温 度 ノ影 響 二

敏 感 ニ シテ 屡 く風 邪 ヲ引 キ磐 診 ヲ 受 ケ タ,レモ 所 見 ナ

ジ ト、8年 前盟 温 上 昇 ナ ク喀 疾 咳 漱 少 々ア リ血 疾 ヲ見

肺 結 核1・診 噺 セ ラ ル。Jodipinヲ 注 入 シテ、 立禮 爲 眞

一 ヨ ク検 査 スノレニ、氣 管 枝 ノ末 端 ハ棍 棒 朕 二膨 脹 セ,レ

盲 管 ヲ示 ス嚢 腫 ナ リ。(矢 部 升)

安 債 ナ ル胸 腔 鏡 練 習用 模 型

PercyBoltze:ObereinmitGeringenKosten

herzustellendesThorakoskopiephantom

「ギ ツ プ ス」ニ テ胸 廓 模 形 ヲ作 リ練 習 ス
。(矢 部 升)

ZeitschriftfUrTuberkulose,Bd.61,Heft2,1931.

結 核 症 ノ成 立 及 ビ脛 過 二封 ス ル 感染 菌 量 、

自然 抵 抗 及 ビ後 天性 冤 疫 ノ意 義 二關 ス ル賓

験 的 研 究'

BrunoLange:TierexperimentelleUntersuchu-

ngenUberdieBedeutungvonInfektionsdosis,

nadirlicherResistenzunderworbenerImmunit5t

ftirEntstchungundVerlaufderTuberkulose

海 狸 、家 兎 、 牛 、羊 及 ビ鼠 ヲ使 用 シ テ、 結 核 菌 ノ静 脈

内 接 種 二 因 ル 内臓 臓 器 ノ 初 感 染 竈 及 ビ 皮 内接 種 二因

リテ生 ズ ル是 等 臓 器 ノ 血 行 性 輔 移 結 核 症 トヲ検 索 シ、

是 等結 核 症 ノ登 生 及 ビ其 経 過 ノ所 見 二基 キ テ、自然 抵

抗 及 ビ後 天 性 免 疫 ノ意 義 ヲ説 明 シタ モ ノデ ア ル.

帥 チ静 脈 内接 種 ノ場 合 、海 狸 二於 テ ・・脾 臓 が最 モ多 ク

罹 患 シ、叉 非 常 二少 吊:ヲ注 射 シ、且 ツ早 期 二屠 殺 シタ

ル場 合 二 ・・、脾 臓 ト肝 門 淋 巴腺 トノ間 ノ初 期 愛 化 群 ノ

ミヲ 見,レコ トが稀 デ ナ イ.肝 臓 ・・高 度 ノ濾 過 作 用 ア ル

ニ拘 ハ ラズ、脾 臓 ヨ リ・・非 常 二病 攣 ヲ起 ス コ ト・・少 ナ

イ。叉 肺 臓 ・・脾 臓 二 比 シテ罹 患 奉少 ナ ク、氣 管 氣 管 枝

腺 ・・或 ル 條 件 ノ下 デノ・、肺 臓 ヨ リモ容 易 二感 染 ス ノレ。

腎 臓 ノ著 シ ク罹 リ難 キ ・・、肺 臓 ト同様 二濾 過 作 用 ノ少

ナ キ ニ因 ル ノデ ア ル。

家 兎 二於 テ・・病 竈 ノ数 、大 サ 及 ビ乾 酪 化 ノ所 見 二擦 ル

ト、極 微 量 ノ感 染 二於 テ モ、肺 臓 が共 濾 過 作 用 ノ弱 キ

ニ比 シテ 、著 シ ク強 度 二羅 患 シ、次 デ 腎臓 が容 易 二冒

サ ル。此事 實 ・・海 狸 ノ場合 ト全 ク反 封 デ ア,レ。叉 濾 過

作 用 強 キ肝 、脾 ノ罹 患 が甚 ダ少 ナ イ。叉 海 狸 ト異 ナ ル

・・氣 管氣 管枝 腺 ・・肺臓 ヨ リモ著 シ ク 罹 患率 ガ少 ナ イ

コ トデ ア ル。

牛 及 ビ羊 二就 テ ノ・肺.氣 管枝 腺及 ビ縦 隔餐 淋 巴 腺 二限

局 シテ急 性粟 粒 結 核 症 ヲ 起 ス コ トハ 殆 ソ ド規 定 デア

ル。往 々腎 臓 脾 臓 及 ビ肝 臓 二粟 粒 結 核 症 ヲ見 ル コ ト

アル モ、 墾 化 ・・極 メ テ輕 度 デ ア ル。

鼠 デ ハ 常 二肺 臓 二高 度 ノ孤 立性 結 核 症 ヲ起 シ、極 メテ

稀 二脾臓 二結核性攣化 ヲ見 ル。其他 ノ臓器 デノ・感染後

数 ケ月 二於 テモ肉眼的 二結核症 ヲ見ナ イ。

斯 ク ノ如 ク静脈内初感接種 二於 テ、種 々ナル實験動物

ノ内臓臓器 が、囁取 スル菌量 二關係 ナク、種 々程度 ヲ

異 ニシテ罹患 ス,レコ トハ、各臓器 ノ自然抵抗 二著 ジキ

差異 ア リ ト考ヘル コ トニ ヨ リテ ノミ説明 スルコ トガ

出來 ル。是 等實験動物 二於 ケル観察及 ビ人類 二於ケル

経験 二基 キテ結論 スルニ、人 間及 ビ共臓器 ノ・自然抵抗

及 ビ臓器 ノ性獣 ニ ヨ リ、血行性初感染 二i封シ種 々異ナ

ル反復 ヲ爲 ス ノデァラ ウ。帥 チ海瞑 ノ如 ク抵抗弱 キ場

合 ノ・、一次結核症 ノ時 二、殆 ン ド全部 ノ器官 ガ冒サレ

家兎牛及 ビ羊 ノ如 ク抵抗弱 キ トキ・・、專 ラー定 ノ器官

時ニノ・肺 ノ如 キ特 二感受性 ノ強 イ器 官/ミ ガ病攣 ヲ

起 ス ノデ ア,レ。

次 二海狸 二於ケル皮内接種 實験 ノ所 見 ヨ リスルニ、後

天性免疫 ノ度・・感 染後 二生 ズル結核性病 攣 ノ範園及

ビ強サ ニ ノミ關係 セズ シテ 爾其病墾存在期間 二關係

スル。即 チ初感染 ノ後 二速 カニ結 核菌 ガ血液 中二流入

スル トキ・・、脾及 ビ肺 ハ乾酪化 ノ大 サ及 ビ強サ カラ観

ル ト、初感染 二生 ジタ病竈 ト肉眼的 二似 タル病竈 ヲソ

クル。結核症 ガ比較 的慢性 二経過 ス,レ標 二感染 サス ト

初感染 トニ次感染 トノ病攣 ノ間 二著 シキ差 ヲ見 ル。

家兎 ノ靱 移性結核症 二於ケ,レ内臓臓器 ノ感染度 ハ、静

脈 内初接種 ノ場合 ト同様 デア,レガ、特異 ナル コ トノ・氣

管氣管枝淋 巴腺 ガ 源泉部 二結核症 アノレニ 拘 ノ・ラズ罹

カラヌ事デ アル。或例 デノ・雨側肺 ガ結核症 ニテ殆 ンド

全部破壌 サvタ.Jレニ拘 ハ ラズ、此淋 巴腺 ハ肉眼的 二通

常 デアル。

斯 クノ如 ク殆 ソ ド疑 ヒ ノ絵地 ナ久.自 然 二既 二抵抗 ノ

弧 イ器官 ガ結核症 ノ経過 中二特 二強 キ抵抗力 ヲ得、之

二反 シ自然 二既 二罹 リ易 キ素 因 ヲ有 スル器官 ガ特 二

罹患 スル ノデアルが、内臓臓器 ノ血行性輔移性結核病

竈 ト初感染結核病 竈 トノ所 見 ヲ比較 スルニ、結核症 ノ
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経 過 中 二、総 テ ノ器 官 二僅 カナ ガ ラ抵 抗 力 ノ増 加 アル

コ トガ知 ラ ル。此 抵 抗 塘 加 ハ後 天 性特 異性 免疫 二因 ル

ノデ アル。然 シ結 核 薗 二封 ス ル 自然 抵 抗 モ、特 異性 免

疫 モ常 二限 ラ レタ ル モ ノデ ァ ツ テ、内 號性 二作 用 シテ

來 ル感 染 量 ガ、一 定 度 ノ限界 以 下 デ アル場 合 二、獲 現

ス ル事 ガ 出來 ル ノデ ア ル。特 二後 天性 免疫 ガ肺 二與 ヘ

ル比 較 的少 ナ キ抵 抗 力 ノ培 加 ・・、弱 キ病 源 菌 ノ侵襲 ヲ

防 禦 ス,レ ノ ミデ アル。 一(中 田抄)

LUbeck二 於 ケ ルCalmette氏 豫 防 接 種 二

綾 獲 セ ル乳 見 病 ノ原 因 ノ読 明 二爲 サ レタ ル

BrunoLange氏 ノ實 験 二關 スル批 評

R.Kraus:KritischeBemerkungentiberdievon

BrunoLangeangestelltenUntersucbungenzur

KlarungderUrtachederimAnschlussan

Calmette-SchutzimpfungenaufgetretenenS乞ug-

lingserkrankunginL廿beck.

BrunoLangeガZeitschriftfUrTuberkuloseBd.59

S.1二Liibeck二 起 リタ,レ不 幸 事件 ノ・・BCG・Kultur

ガ 自然 的 二病 源 性 二轄 攣 匂 レニ.因ル モ ノニ非 ズ シテ、

寧 ロ人 型菌Kiel株 トノ間 違 二 因)1/モ ノ デ ア)L・IN報告

セ ル ニ 封 シ、'著 者蛇 二諸 研 究 者 ノ實 験 二基 キ、BCG

株 ・・非 病 源性 二減 力 セ シメ タ ル始 メ ニ於 テ ハ、或 期 間

内毒 力 減 退 ス ル モ、或 條件 ノ下 二病 源 性 二、部 分 的靱

攣 ヲ爲 ス コ トガ確 デ ア ル カラ シテ、何 モ菌 株 ノ間 違 ヲ

考 ヘ ズ トモLUbeckノ 病 源 培養 ノ所 見 ヲ設 明 ス ♪レコ

トガ 出來 ル ト記 載 シテ ル。(中 田 抄)

小 見結 核症 二於 テ治 療 ヲ要 ス ル ヤ香 ヤ ニ

Tebeprotin(Toenniessen)ヲ 以 テ セ ル経 験

AnneStav6n・Gr6nberg:Erfahrungenmitdem

Tebeprotin(Toenniessen)zumNachweisder

Behandlungsbed極rftigkeitbeiderKindlichen

Tuberkulose.

Toenniessenが 人 型 結 核 菌 カ ラ 特 殊 ノ方法 二依 リテ

得 タ,レ可溶 性 蛋 白禮 即 チ從 來 ノTuberkulinト ・・本 質

的 二異 ナ レル、 化 學 的 二純 粋 ナ ル物 質Tebeprotinヲ

小 見結 核 症 ノ診 断 二使 用 セ ル實 験 デ ア ル。

著 者 力"Halilaノ 療養 所 二於 テ64例 ノ小見 二就 テ實

験 セ シ トコロ ニ頼,レ ト、Toenniessenノ 報 告 ト・・大 分

異 ナ ツ テ居 テ、Tebeprotin二 依 リテ ノ・結 核症 ノ治 療

需 要 可 否 ノ剣1斯 二封 ス ル 明 白 ナ ル 方 針 ヲ得 ル 事 ガ出

來 ナ イ。Tebeprotin反 旛 ガ陰 性 デ モ結 核症 ノ存 在 ヲ

否 定 ス ル コ トハ 出來 ナ4。 弱 陽性 ノTebeprotin反 雁i

録 785

ノ・重 キ停 止 性 及 ビ 進 行 性 結 核 症 ニ モ 顯 レル コ トガ ア

ル。1又豫 後 ヲ定 メノレ爲 ニ モTebeprotin反 鷹 ノ・殆 ソ ド

役 立 タ ヌ.帥 チ陰性 反 慮 ノ トキモ豫 後 ガ悪 ル イ コ トガ

ァ1レ。Toenniessenガ 提 示 シタ分 量 ヨ リモ少 量 デ、

Tebeprotinノ ・弧 キ反 慮 ヲ起 シ、 長 キ登 熱 、 肺 病 竈 く・

ノ刺 戟 及 ビ皮 膚 登 疹 ヲ起 フ・コ トが ア ノレ。Pirquet或

ノ・Mantouxノ 方式 二於 ケJレAlttuberkulinprobeノ ・

Tebeprotin二 於 ケ ノレ反 磨 ヨ リモ結 核 症 ノ存在 ヲ良 ク

示 ス。 叉 赤血 球 沈 降 反 旛 ノ・臨 脈 上Tebeprotinヨ リモ

債 値 アノレモ ノデ アル。(中 田抄)

糖 尿 病 卜肺 結 核 症

KatheScholz:Diabetesmellitusund

Lungentuberkulose

43例 二就 テ從 來 匠 々デ ア ツ タ 糖 尿 病 ト結 核症1・ ノ合

併 症 二關 ス ル考 察 ガ、如何 二詮 明 サ の レカ ヲ試 ミタ モ

ノデ ア ァレ。

其'結果 ニ ヨ,レ ト、肺 結 核 症 ・・糖 尿 病 患者 二i封 シテ重 キ

合 併 症 デ ア ツ テ、共 豫 後 ・・「イ ソ シユ リソ」ノ號 見 ニ モ

拘 ・・ラ ズ非 糖 尿病 患 者 ヨ リモ 不 良 デ アル。之 ノ・肺 瘍 ノ・

糖 尿 病 ガ存 在 ス ル場 合 、空 洞 ヲ有 ス ル=滲出型 二傾 ク カ

フデ ア ル。

叉 進 行 セル 肺瘍 ノ場合 二於 ケ ルToleranz上 昇 ノ・、 確

言 ス ル コ トハ 出來 ヌ が、進 行性 肺 病 勢 二蹄 因 ス ル モ ノ

デ ア ノレ。

肺 結 核症 及 ビ糖 尿病 ガ合 併 セ ル場 合 、多 ク ・・糖 尿 病 ガ

先 キ ニ起 ツ テ居,レ。

糖 尿 病 二於 ケル 肺結 核 症 ノ早期 診 漸 ノ方 法 ノ・1レ ン ト

ゲ ソ」像 ト赤 血球 沈 降 反 癒 ノ測 定 デ アル。 肺 臓 ノ物 理

的 検 査 、血液 像 及 ビ稀 二行 フ喀 疾 ノ検 査 ノ・常 二肺 結 核

症 ノ確認 ヲ與 ヘ ナ イ。

結 核症 ノ場 合 ノ糖 尿病 ノ治 療 ハ、輕 症 ノ場 合 ハ食 餌 療

法 デ、 重 症 ノ場 合 ノ・周 到 ナ ノレInsulin療 法 二依 ル。

(中 田 抄)

結 核 菌 ノ各 分劃 ノ化 畢 的 性 状 二關 ス ル新 業 綾

ErwinChargaff:N(uereArbeitentiberdie

chemischenundbiologischenEigenqchaftender

einzelnenFr5ktionenderTuber1〈elbazillen

近 年 登 表 サ レタ,レ諸學 者 ノ業 績 ノ概 襯 デ アル。

是 等 諸 氏 ノ研 究 ニ ヨ ル ト、以前 ノ研 究 者 ニ ヨツ テ、結

核 菌 ノ総 テ ノ類 脂 肪 膿 分 劃 二 見 出 サ レタ ル 特 有 ナ ル

液 状 脂 肪酸 ノ・見 出 サ レナ カツ タ。故 二此 脂 肪 酸 ノ生 成

ノ・培 養液 ノ調合 、描 出 及 ビ分離 ノ方法 、越 幾 斯 ノ代 存
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状 態 等 二關 係 ア ノレコ トガ考 ヘ ラ レル。叉 此 微 生 禮 ガ構

成 シ得,レ化 學 的 二、種 々ナ ル結 合 が實 二驚 ク ベ キ 多種

多様 ナ,レ事 ガ解 ヵ ツ タ。 結 核 菌 ノ「フ オ ス フ テ・-H一ドJ

脂 肪 等 ガ他 ノ類 脂 肪 禮 ト匠 別 サ レル鮎 ・・、是 等 ガ 自然

ニ ハ從 來 何庭 ニ モ見 出 シ得 ラ レナ カ ツ タ高 分 子 ノ、飽

和 セ ル液 状 脂 肪 酸 ヲ含 有 シテ)L・コ トデ ア ル。Tuberk-

uloselipoideノ ・化學 的 構 造 ニ ヨ リ、 既 二artfremdデ

ア ル トコ ロ ノ構 成 物 質 ヲ含 有 シテ居 テ、動 物 禮 二封 シ

テstrukturfremdデ ァ ル。(中 田抄)

Ze五tschriftfarTuberkulose,Bd.61,H.3/4,1931.

「LUbeck二 於 ケ ルB .C。G.ニ ヨ ル死 亡 例

酋 ビB.C.G.ニ ツ キ テ ノBrunoLangeノ

研 究 二劃 ス ル批 ‡哲」卜題 ス ルR.Krausノ 論

丈 二劃 ス ル反 駁

Calmette:ErwiderungaufdenArtikelvしn

R.Kraus,,KritischeBemerkunsenzuBruno

L'angesUntersuchungentiberdieUrsacheder

LtibeckersterbefalleundUberB.C.G'■

Ltibeck事 件 ノ・今 日マ デ ニ多 ク ノ學 者 ニ ヨ ツテ閲 明 セ

ラ レ現 今 デノ・B.C.G.が 此/不 幸 ナ事 件 二就 テ悪 カ

ツ タ ノダ ト圭 張 ス ノレ者 ノ・ナ イ不 幸 ナ 例 二 接 種 シタ モ

ノノ・有 毒 人 型 結 核 菌 ヲ混 入 シテ ヰ タ事 ・・BrunoLange

其 他 ノ人 々 ノ報 告ニ ヨ ツ テ モ明 ラ カ デ ァ ルR.Kraus

ノ・、B.C.Gノ ・培養 法 ニ ヨ ツ テー一一Ltibeckデ ハ ホ ー ソ

氏 培 地 ヲ用 ヒター 急 二 毒 力 が高 マ ル ト 云 ツテ ヰ ル が

此 ノ猶 言 ハ大 膿 ナ ル 冒瞼 デ ア ツテ、ホー ソ氏培 地 ヲ用

ヒテB.CGノ 毒 カ ノ『・!を化 ヲ検 シタ ノレBrumLange

Gerlach其 他 諸 氏 ノ 報 告 ニ ヨ ァレモ 此 ノ 如 キ 事 ・・見 ラ

レナ ィ、既 二多 数 諸 家 ニ ヨ ツ テ誰 明 號 表 サ レテ ヰル 如

クB.C.G.・ ・無 害 デ 且 ツstabilナ モ ノデ アノレ。

(池 上 抄)

結 核 症 ワ襲 生 及 ビ経 過 二封 ス ル感 染 菌 量 自

然 抵 抗 及 ビ後 天 性 冤 疫 ノ意 義 二關 ス ル實 験

的 研 究

BrunoLange:TierexperimentelleUntersuchun・

genUberdieBedeutungvonInfektionsdosis,

natUrlicheResistenzunderworbeneImmunit5t

f廿rEntstehungundVerlaufderTuberkulose.

1)直 接 氣 道 感 染 二 封 シ テ 各 種 試 獣 ノ 肺 臓 ノ、最 モ感

受 性 二富 ム、結 核 二比 較 的 抵 抗 力 ヲ有 ヌ ノレ羊 二於 テ モ

少 量 ノ菌 デ氣 道 性 二感 染 ス ル、而 シテ其 ノ侵 入 門 戸 ニ

ノ・人 間 二於 ケ ル ト同 ジク初 期 墜 化 群 ヲ作 ル、人 間 ノ結

核 二封 ス ル抵 抗 力 ・・一 般 二海 狸 ヨ リ高 η、羊 ヨ リ弱 イ

從 ツ テ人 間 二 封 シテ モ 極 微 菌 景 一 夫 レガ 軍 一 ノ菌 デ

ア ツ テ サ ヘ モー ノ 吸入 ニ ヨ ツテ 肺 臓 實 質 ノ 侵 入 門 戸

二結 核 性 病 攣(初 期 墜 化群)ヲ 來 サ シ メ 叉 ア レ,レギ ー

ヲ惹 起 ス ル ニ充 分 デ アル事 ヲ認 メ テモ ヨ イ。

,))血 道 感 染 二dル 試 験 モ亦 各種 試 獣(兎 、 羊 、囑 、
ヨ

鼠)二 於 テ結核 ガ持 二選揮 的二肺臓 二起 ル事 ヲ明瞭 二

示 シテヰル、此 ノ肺臓 ノ特殊 素質 ノ・充 分二人 間二於 テ

モ動物 二於 テモ肺臓 ガ他 ノ臓 器二比 シ甚 ダ屡 く血道

ニ コ リテ結核 二侵 サ レル ト云フ 事實 ヲ物語 ルモノデ

アル。

3)初 感染 二封 シテ個 々動物間 二 見ラル ・或ノ・叉一

動物 デモ各臓器間 二見 ラ,レ・著 シキ 差異 ハ各動物 ノ

自然抵抗及 ビ動物各臓器 間二於 ケル 自然 抵抗 ノ差異

ニ ヨリテ訊 明サV,レ 、此 ノ抵抗力・・結 核 ノ全経過 二i封

シテ決定 的 ノ影響 ヲ有 スル。

4)感 染 ニ ヨツテ生禮 ニノ・抵抗 力 が附加 サ レル、從 テ

初感染 ト第二次感染 デノ、其 ノ結核 ノ登育虹 ビ ニ組織

反 晦ガ異;レ、併 シ此 ノ後天性免疫 ハ 自然抵抗 二比 ス レ

バ甚 ダ弱 イモ ノデ アツテ先天的 二 結核 二 封 シテ感受

性高 イ動物 ・・矢張罹 患 シ易 イ、叉 自然 抵抗 ノ強イ臓器

・・結核 ノ感染 ニ ヨリテ更 二 抵抗力 ヲ得ル モ結核 二封

シテ先天的 二素 質 ヲ有 スノレ臓器 ノ・依然 トシテ 罹 患 シ

易 イ。

5)生 禮 二於 テ 抵 抗力1・感染1・ノ間 二適當 ナルZF衡

ヲ得 レバ其 ノ結核 ノ経過 中内臓臓器 二結核菌/Inva・

sionト 云フ朕態 ガ現 ・・レル 而 シテ肉眼的 二攣化 ナキ

臓 器 内二菌 ・・数 ケ月乃至恐 クハ']年 以上生活力 ヲ有

シ且 ツ毒 カ ヲ保 ツテ生存ス ル、此 ノ如 キー 見健康ナ臓

器 二於 ケル漕伏 ハ實際 ニ ハ 大 ナル 意義 ヲ有 スルモ ノ

1・思・・レ,レ。

6)氣 道感染 ノ場合b異 リ血道感染 二於 テ・・盟 ノ抵

抗力 ノ他 二感染菌量 ガ著 シイ關係 ヲ有 スル。

7)多 ク ノ動 物試験 ノ経験 カラ得 ラレタ 成果 ヵラ成

人 ノ肺上 野 二於ケ ル第 一次 後初登竈 ヲ考察ス ルニ、此

ノ病 竈 ハ肺瘍 が直接肺臓 ノ初期墜 化群 カラ獲 生スル

モ ノデ ナイ限 リ甚 ダ屡 く血 行性 二獲生 スノレモ ノデア

ル、併 シ乍 ラ該病竃 ガ常 二血行性 二登 生スルモ ノデア
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ル ト噺 言 ス,レ コ トノ・出來 ナ イ 夫 レ・・結 核 菌 が肉 眼 的

二病 攣 ヲ作 ラズ ニ臓 器 殊 二 淋 巴腺 二 所 謂 、latente

mikrobismusノ 状 態 二於 テ長 期 間 生存 ス ル場 合 ヲ見

,レカラ デ從 テ肺 臓 内 二此 ノ 状 態 デ存 シ得 ル事 ヲ 人 間

ノ場 合 ニ モ認 メ テ モ ヨ イ ト思 ノ・レル カ ラデ ア ル。

8)著 者 ニ ト リテ ハ 初 感 染 竃 ト肺 上 野 ノ第 一 次 後初

登 竈 ノ登 生部 位 二 關 ス ル問 題 ハ 未解 決 ノマ ・淺 サ レ

テ ヰル。(池 上抄)

初 生 見 ノB・CG.接 種 二關 ス ルUkrani委

員 會 ノ新 シキ獲 表(璽 生 見 二劃 ス ル 接種)

Jakhis,B.u.S。chagalowa.NeueErgebnisse

derUkraniscトenKommissionzumStudiumder

S5uglingsimpfungmitB.C。G(Impfungvonje

einemderbeidenZwillinge)

氏 ハ或Jレ條 件 ト方 法 ニ ヨ ツ テ墜 子 二B.C.Gヲ 接 種

シテ雨 子 ヲ比 較 シB.C.G・ ニ ヨ リ害 ガ ア ル影 響 ハ ナ

カツ タ ト。亦 吾 人 ガ常 二観 察 ガ出來 ル事 デ ・・ア ノレガ ソ

ノ原 因 ・・此 後 ノ研 究 二待 ツ モB.C.Gヲ 接 種 シタ 小

見 ・・死 亡 率 ガ少 ナ ク、 ソ シテB.C。Gヲ 接 種 シ ナ カ

ツ タ小 見 ヨ リモ多 ク ハ良 ク蟹 育 シ タ ト。(川 上 抄)

肺 空 洞 ノ療 法 二就 キ テ

Boit,H.u.H.Scholz:DieBehand】ungder

Lungen・Kavernen.

空 洞 ノ自然 治癒 ノ不 完 全 ノ際 二 ・・虚 脱療 法 ヲ出來 ル

ダ ケ早 イ時 期 二成 ス ベ キデ アル、人 工 的 氣 胸 ハ 完全 ナ

ル肋 膜 隙 ノ ア ル 際 二用 ヒ ラ レ時 ニ ノ・補 助 手 術 ガ必 要

デ ア ル ト。

不 完全 ナ ル氣 胸 作 用 ノ 際 ソ シテ 方 法 ノ不 可能 ナ ル際

ニノ・吾 人 ノ・帥 チ細 心 ノ臨 肱 的 槻 察 ノ 後胸 廓整 形 術 ヲ

行 ヒ、ソ ノ危 瞼 ハ差 程 著 シクノ・ナ イ ト.除 去 セ ラ レル

肋骨 ノ数 ヲ制 限 ス,レ爲 メ 屡 ζソ レニ先 ジ テ 横 隔 膜 紳

経 捻 除 ガ行VJレ 、横 隔 膜 酔経 捻 除 ハ掲 立 ノ手 術 トシテ

ノ・不 充 分 デ アノレ(特 二 持 績 的 作 用 二關 シ テ)充 分 二数

果 ガ ナ イ脊 柱 側 方 胸 廓整 形 術 ノ補 ヒ ト シテ 前 方 カ ラ

上 部 ノ肋 骨 ノ廣 キー片 ヲ 除 去 シテ ソコ ニ 出來 タ 空 隙

二肋 膜 肺 臓剥 離及 ビ充 塀 法 ヲ行 フPara冊n充 翼 ・・塵

作 用 無 シ ニ出來 得 ル、充 填 ハ第 三 期 ノ肺 上 葉 空洞 ノ時

周 園 ノ組 織 二廣 イ癒 著 ノア ノレ場 合 二 出來 ソ ノ時 他 ノ

肺 ノ部 分 ガ殆 ド 侵 サ レテ ナ ク 整 形 術 ガ ソ レ故 二 合 法

的 デナ イ場 合 二問 題 トナ,レ ト違 ベ テ居 ル。(川 上 抄)

肺 塾核 ノ雨 側 虚 脱療 法

Freund.Dr,A.DieIoppelseitigeKollaps・Ther一
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apiederLungentuberculose.

氏 ノ報 告 ニ ヨ レバ ー 方 ノ 氣 胸 療 法 ノ統 計 的 数 果 ・・大

ナノレ攣 ツタ数 ヲ示 シテ居 リ、ソ ノ倣 ・・患 者 ノ肚會 的位

二關 係 ジテ居 ノレ トDavos/Sanatrium二 於 テ是 等

ノ患 者 ノ・富 裕 ナ階 級 ノ家 族 デ約70%良 好 ナ結 果 が報

告 サ レ下級 人 關係 ニ テ ・・;30-一一40%持 績 的 ノ者 二数 果

ガ ァッ タ ト、ソ レヨ リ雨 側 氣 胸 ノ際 ニ ノ・勿論 吾 人 ハ悪

イ数 果 傘 ヲマ ヌ カ レヌ爾 、困難 ナル事 ヤ合 併 病 ガ ア ラ

ワ レ大 抵 ハ 爾 側 ヨ リ來 ヤ ス イモ ノデ ア ノレ ト氏 ・・自己

ノ概 観 デ ー 般 患 者 ガ 病 院 デ 姑 息的 療 法 ヲ シテ 居 ル ノ

ヲ除 キ ソ ノ上 患 者 ガ 氣 胸 療 法 中 マ モ ナ ク 中止 セ 子 バ

ナ ラナ カツ タ50人 ノ患者 ヲ除 イタ ト、 ソ シテ確 實 二

治 癒 シテ再 ビ仕 事/出 來 ル ノ ヲ 豫 想 サ レ)レマデ ノガ

25-30%ア ツ タ 〉、 ナホ縫 績 シテ ヰ ル者 ノ・75%ソ ノ

牛 数 ハ不 良 ノ結 果 ヲ豫 想 サ ル ト述 べ テ居 ル。

(川 上 抄)

雨側 ノ氣胸 ガ ドノ位 ノ間 保 持 セ ラ ル 、カ

Dr.SiegfriedBader.Wielangedarfeinbopp・

elseitigerPneumothoraxunterhaltenwerden?

氏 ノ・結 論 トシテ次 ノ例 ヲ墾 ゲ テ ヰ ル。

30歳 ノ 女 患 者 ノ報 告 デ雨 側 増殖 性 開放 性 肺 結 核 ノ爲,

メ雨 側氣 胸 ヲ行 ツ タ モ ノデ 雨 側 トモ2年3ケ 月 間行

ノ・レ テ居 タ。

患 者 ガ退 院 ノ後 起 ツ タ雨 側 滲 出液 ガ 外 來 治 療 ノ間 ニ

ノ・殆 ソ ド充 分 二観 察 サ レナ カツ タ ソ シテ 雨側 ノ肺 胸

膜 二Febrin様 ノ外 膜 ノ登 生 ノ・餓 リノ意 味 ヲ ミ トメ ナ

カツ タ、ソ ノ結 果 トシテ ソノ後 氣 胸 ・・爾肺 二再 ビ充 分

二廣 が ラナ カ ツ タ ト、ソシ テ爾 側 滲 出 液 ヲ見 ル ニ 明 ラ

カニ 眞 空性 水 腫 ナ ンレコ トヲ知 ツ タ ト報 告 ヲナ シタ.

観 察 ノ附 加 ト シテ ドノ 位 ノ 間 雨氣 胸 ガ 保 持 セ ラ ル ・

ヵ、ソ ノ上 討 究 シタ ト述 ベ テ ヰノレ。(川 上 抄)

Brandenburg州 救 護 聯 合 ニ ヨル封 結 核戦 ノ

實 行

Wil}yThonke:DurchfUhrungderTuberkulose

bekampfungdurchdenLandesftirsorgeverband

Brandenburg.

1926年 ノ州 議 會 以 來 從 來 ノ 方針 一精 紳 病 者 、 白痴 、

老 簸i者 等 ノ隔 離 敢 容 一 ヲ披大 シテ 結 核 患者 ノ救 護i

向 ケ ラ め レ様 ニナ ツタ。著 者 ノ・州 救 護 所 聯 合 ン機 構 患

者 ノ救 護 サ レル経 過 蛇 二費用 等 二就 テ述 ブ。

(池 上 抄)

Prof・Siehle二 則 ル初 期 肺 結 核 二封 ス ル側
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臥 位 肺 門部 賠 診 所見 二就 テ

0.Rautenberg:Uberperihil5reAuskultation・

szeicheninSeitenlagebeibeginnendeLungen-

tuberkulosenachprof.Siehle.

結 核 ノ疑 ピア ル患 者58名 。 進 行 シタ ル明 ラ カナ肺 結

核 症12名 、 結 核 二非 ザル モ ノ28名 二就 テ左 右 雨 側

ノ側 臥 位 二於 テ肺 門 部 聴 診 ヲ行 ツ タ、其 ノ結 果 ノ・明 瞭

ナ ル結 核 症 デ ノ・此 ノ 所 見 ノ・著 シ ク 陽性 一 該 部 呼 吸 音

ノ鏡 化 及 ビ蝿 音 ノ出現 一 二現 ・・レ、レ=ソ トゲ ンニ ヨ リ

肺 門 部 ノ振 大 ヲ見 ル モ ノニ 於 テノ・大 部 分 二 陽性 二現

ノ・レタ。 其 ノ由來 ヲ病 理 學 的 二訊 明 ス。(池 上 抄)

成 人 ノ氣 管 枝 淋 巴腺 結 核 二就 テ

TheodorHausmann:UberBronchialdrUsentu-

berkulosederErwachsenen.

自己症 例 及 ビ剖 槍 例 ニ ヨ リ 文 献 二述 ベ ラ レ タ所 ニ ヨ

リ氣 管 枝 淋 巴 腺 結 核 ヲ研 究 シタ報 告 デ ア ル、從 來 臨 脈

家 、結 核 事門 家 ニ ヨソ テ述 ベ ラ レタ如 ク氣 管 枝 淋 巴腺

結 核 ハ小 見 二 多 ク 成 人 ニノ・少 ナ ク而 モ 成 人 二於 ケ ル

夫 レ・・意 義 ナ キ モ ノデ ア ル トノ見 解 ハ正 シク ナ イ、成

人 二於 テ モ該 腺 ノ 乾 酪 化 ノ・屡 く見 ラ レ而 モ完 全 二乾

酪 攣 性 二昭 ル モ ノモ ア ル、進 行 シタ ル顯 示 性 結 核 二乾

酪 性 氣 管枝 淋 巴腺 炎 ヲ見 ル事 ハ 比 較 的少 ナ ク寧 ロ潜

在 性 肺 結 核 或 ノ・肺 臓 ニ ノ、病 攣 ナ ク 他 ノ臓 器 二結 核 ノ

ア ル モ ノニ 比較 的 多 イ、此 ノ様 ナ場 合 ニ ノ・氣 管 枝 淋 巴

腺 結 核 ・・結 核 普 遍 ノ出 獲 鮎 トナ ル モ ノデ アル、而 シテ

此 ノ モ ノノ・確 カニRankeノ 皿期 二厨 ス ル モ ノデ ア ル

何 故 ナ レバ 新 鮮 ナ ル 初 期 墜化 群 ハ 成 人 ニ ノ・稀 デ、 又

Rankeノ 皿期(Reinfektionsphthise)二 於 ケ ル氣 管 枝

淋 巴 腺 ノ乾 酪 化 ノ・成 人 二 ・・一 層 稀 ダ カ ラデ アル、著 者

ハ更 二打 診 ニ ヨル此 淋 巴 腺 ノ謹 明 法 二就 テ記 載 ス ル。

(池 上 抄)

小 見 期 二於 ケ ル結 核 菌 接 閥 初 感 染 ノ問題 二

就 テ

KurtNifssel:ZurFragederKontahterstinfek

tionmitTuberkelbazilleninKindesalter.

接 燭 感 染 ノ概 念 ヲ記 載 シ 小 見期 二於 ケ ル 初感 染 ノ方

法 トシテ氣 道 性 塵 埃 及 ビ 飛 沫 感 染 蛇 ビニ 接 燭 感 染 ノ

;雨法 ヲ暴 ゲ後 者 ノ小 児 期 二事 多 キ事 ヲ述 ブ。

(池 上 抄)

R.Kraus氏 ノLtibeck死 亡事 件 ノ原 因及 ビB.

C.G.二 封 ス ノレBmnsLange氏 ノ試験 二封 ス ル

評 言 ト云 フ題 目二i封ス ル磨 答
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小 見結 核 ノAdrenalin曲 線

Hecker,Dr.Anne,AdrenalinkruvenbeiTuber・

kul6senKindをrn.

氏 ノ・Adrenalin注 射 ニ ヨ)レ植物 性 系統 ノ診 噺 二際 シ

テ雨 植 物 性 紳 経 分 子 ノ 緊 張状 態 二著 シキ 交 換 作 用 モ

「ア 切 レギー」モ起 ラ ナ カ ッ タ
、交 感紳 経 興 奮性 ノ培 強

ノ・實 際 ニ ノ・認 メ ラ レズ シテ此 ノ事 ハ結 核 ノ 活 動 性 ト

非 活 動 性 ノモ ノニ ヵナ リー 様 二 見 ラ レル ト。

高 イ交 感 紳 経 過 敏 ノ トキ ・・特 二、「ツ ベ ル ク リン」過 敏

ガ観 察 サ レタ、ソ ジテ氏 ノ考 フ ニ ヨ レバ小 見 二於 ケ,レ

膿 構 造/異 議 ナ イ決 定 ノ・不 可 能 デ ア ル カラ ー 方 二於

テ膿 構 造 ト植 物 性 状 態 トソ シテ 他 方 二 於 テ 禮 構造 ト

病 攣 ノ経 過 ノ 間 二期 待 シタ様 ナ 關 係 ノ・見 出 サ レナ カ

ツタ ト。

小見 ノ幅 ト均 長 ノ登 育 ノ・成 長 ノ・動 揺 ガ ア リ、ソ レハー

定 ノ年 齢段 階 二著 シク 拘 束 サ レル 動 揺 ノ・免 レ ヌ ト述

べ テ居 ル。(川 上抄)

肺 結 核 ノ人 工的 妊 娠 中絶 ノ問題 二關 ス ル貢 麟

Schtiler:BeitragezurFragederKunstlichen

UnterbrechungderSchwangelschaftwegen

LungentuberCulOSe.

肺結 核 患 者 ノ人工 的妊 娠 中絶 ヲナ ス ノー

1.妊 娠 セ)v肺 結 核 患 者 二 於 テ妊 娠 ガ 結 核 病 竃 二有

害 ナ作 用 ヲナ ス ダ ロー?、 ナセ バ ド ソナ 場合?、

既 妊 娠 中絶 ニ ヨ ツ テ 現 在 ス ル有 害 ナ影 響 が 除 去 サ

レ「Jレ1ダロー?、

3.肺 結 核 患 者 カ ラ産 レ タ小 見 二 何 ソナ 禍 輻 が ア ル

ダ ロー?

氏 ・・上 記 ノ如 キ問 題 ヲ 明 ラ カ ニス ル 必 要 ガ アル ト述

ベ ソ ノ結 果 意 見 ト シテ 氏 ノ 経 験 ニ ヨ リ妊 娠 中 ノ肺 核

核 ノ活 動 性 ノ場 合 、 ソ レニ ハ結 核 菌 陽 性 、空 洞 、縫 績

性 熱 、 盟 重 減 少 、融 解 二傾 ク早 期 浸潤 、反 復 セル喀 血

コ レ等 ノ場 合 ノ・睨 力 ト、 出産 、産 褥 ニ ヨ リ悪性 トナ ル

コ トガ ア ル ト、妊 娠 中絶 二封 ス ル希 望 ノ・コ ノ場合 否定

ノ・シナ イ、 ム シ ロ、妊 娠 中絶 ヲ馨 者 ト シテ ・・勤 メ ル妊

娠 が進 行 シテ ヰ,レ 際 二 ・・第 一 二健 康 生 見 ヲ得 ル事 二

目標 ヲ置 キ サ ホ ド進 行 セ ズ絵 リ活 動 性 デ ナ イ 肺結 核

二 ・・人 工 流 産 ヲ 考 慮 ス ベ キ デ アル ト肺 尖 ノ 時 ノ・著 シ

ク活 動 性 ニ ナ ル マ デ人 工 流 産 ノ・考 慮 シ、初 産 二封 シテ

ノ・人 工 流 産 ノ適 慮症 ノ 決 定 二特 二 注 意深 ク ア ラ子 バ

ナ ラ ヌ ト述 ベテ居 ル。(川 上 抄)

肺 結 核 ノ血 液 滴 像 卜血 液 沈 降 速 度 ノ比 絞 研 究
「



第7號 】 抄

SchoneDr.W.VergleichendeUntersuchungen

zwischenGuttadiaphotundSenkungsreaktionbei

Lungentuberculose.

氏 ノ・20%Ringer氏 液 及 ビ20%Natu(itr3%NaCl

液 ヲ用 ヒテ滴 像 ノ陽 性 率 ヲ比 較 シ、肺 結 核 患 者ノ・輕 、

重 、不 良 型 ト骨結 核 ノ少 数 例 ヲ集 メ各 々二沈 降 速 度 ト

滴 像 、 「ヘ モ グ ・ ビ ソ」「ウ ・ク ・モ ー ゲ ソ」反 晦 ヲ 比

較 ヲ成 シ タ ト述 ベ ソ レニ ヨツ テ 沈 降 速 度 ト滴 際 ト・・

完 全 ナ ァレー 致 ハ ソ レニ ヨ リ 確 メ,レ事 ・・出來 得 ナ カツ

タ が或 ル モ ノノ・著 シクZF行 ヲ成 シタ 、雨 反 胞iデ106例

・・陰性 トシテ ー 致 ヲ見 タ ト、然 ル ニ ソ ノ上 沈 降 速 度 が

攣 化 ナ ク、滴 像 ガ陽 性 ノモ ノ ガ28例 反 封 二沈 降 速 度

が攣 化 が ア リ滴 像 ノ陰 性 ノ モ ノ が16例 ヲ詮 明 シタ ト

ソ シテ 滴 像 ハ 陰性 ノ例 ヲ入 レレバ約70%一 致 セ ル コ

ト ヲ知 ツ タ ト述 ベ テ居 ル。(川 上 抄)

種 々患 染 法 ニ ヨ リ結 核 菌 り傳 播 ノ病 理 解 剖

學 的 特 長 二關 ル ス實 験

Arsjanzew.M.1.undA.N.Krewer.Versuch

einerpathlogischeanatomischenCharakteristik

desTuberkulosevimsbeiVerschiedenenInfek・

tionsverfahren

氏 ハ42匹 ノ家 兎 ヲ用 ヒ コ レ ヲニ ツニ分 テ29匹 ニ ノ・

Calmette(B.C.G.)ヲ 接 種 シ他 ノ13匹 ニ ノ・接 種 セ ズ

ニ不適 當 二成 シ、 コ ノニ ソ ノ方 法 ニ テ、1.氣 管枝 内

注 射、2.静 脈 注射 、3.皮 下 注 射3ツ ノ異 ナ ル部 二

注 射 ヲナ シ ソ ノ結 果 ヲi欠ノ如 ク述 ベ テ ヰ ル。

1.皮 下及 ビ静 脈 注 射 シ タ菌 ノ量 ト毒 力 ニー 致 シテ 患

染 ・・シテ ヰ ナ イ。動 物 ノ際 二全 部 ノ臓 器 二結 核 病竈 ノ

傳播 が一般 二起 リ ソ ノ 場 合 大 部 分 ノ・氣 管 内振 取 ノ場

合 二起 ル ト。

2.菌 ノ撮 取 方 法 デ 毒 力 ト量 が 同 ジ條 件 ノ下 二振 取

サ レタ動 物 二注 射 サ レタ時 ハ 免 疫 トセ ル動 物 ノ・患 染

録 789

シ、 ソ コデ外 観 カ ノ作 用 ノ・局 部 デ(病 竈一 部 屡 的 淋 巴

腺 一 脾 臓(皮 下 二注 射 セル トキ)、肺一 胸 腺 一 淋 巴 腺 、

氣 管枝 内振 取 カラ ・・脾 臓 ニノ・起 ラズ ソシ テ 稀 二肺 ノ

個 々二病 竈 ヲ 作 リ ソ シテ 血 液 内 注射 ス ノレ トキ・・全 テ

ソ 内臓 二廣 が ノレ)病 竈 ヲ作 ル コ トノ・全 ク患 染 ガ明 ラ カ

デ ア;レ ト。

3.繊 維 性 、培殖 性 、滲 出性 、 ソ シテ乾 酪 性 反磨 ノ・氏

～實 験 ノ條 件 ノ 下 ニ アソ テ ・・ナ ホ 廣 大 ナ ル乾 酪 病 竈

ノ・接 種 セ,レ動 物 ニ ア ラ ワ レ軍 ニ ソ ノ上 強 キ 繊 維 性 産

出性 反 磨 ガ見 ラ レノレ ト、明 カ ニ特 色 ナ ル ノ病 竈 ノ包 裏

機 輔 トソ ノ病 機 ノ限局 性 二傾 ク ト云 フ事 デ ア ル ト。

4.此 ノ所 見 ハ 結 核 病 理 解 剖 的 ソ シテ 病 理 生 物 學 的

ノ本 態 二關 ス ル 問題 トシテ現 ・・ル、人 盟 ノ解 剖 的材 料

二於 テ見 ル 所 ノ病 理 解 剖 的攣 化 ト 氏 ノ仕 事 ニ ヨ リ得

ラ レタ實験 ノ間 ニー 定 ノ平 行 ガア ツ タ事 ヲ確 メ タ1'。

(川 上 抄)

肺 結 核 二Solgana1療 法

Dr.LadislausMande1:DieBehandlungder

LungentuberculosemitSolganaL

氏 ・・85人 ノ患 者 二Solganalデ 治 療 ヲナ シ ソ ノ治 療

中 ノ前 後 ノ登 熱 、盤 重 、喀 疾 量 ト性 質 ヲ観 察 シ ソ ノ他

二理 學 的診 察 トlvン1・ ゲ ン」線 ノ透 覗 ヲ ナ シテ ソ ノ

上 二血液 沈 降速 度、臨 抹 的血 液 像 ヲ見 テ活 動 性 反 慮 ナ

)lttコ1・ヲ確 認 シタ ト述 ブSolganalノ ・今 迄 用 ヒラ し・テ

來 タ金製 剤 ヲ凌 駕 シテ 居 リコ ノ害 トナ ル 作 用 ノ・之 マ

デ ノ金 製 剤 ヨ リモ遙 二少 ナ イ ト、コ レノ・特 二滲 出性 肺

結 核 ノ際 二 数 果 ガ ア リ尚 氣 管 枝 性 肺 炎 型 ノ際 用 ヒ時

ニノ・汎 登 性 肺 炎 二数 果 ガ ア ル ト、特 二喉 頭 結 核 ノ経 過

二良 好 ナ)レ影 響 が ア リ腸 、腎 臓 疾 患 ニ ノ・禁 忌 デ ア ル ト

Solgana1・ ・肺 結核 二封 シテ 妙 藥 トノ・言 ヘ ナ イ ト述 ベ

テ居 ル。(川 上 抄)




